
令和 ５年１１月２４日 

（公財）東京都道路整備保全公社 

 

技術者配置準備期間を設定した工事契約の試行について 

 

技術者の効率的な配置を促進するため、監理技術者又は主任技術者（以下「監理技術者等」という。）

の配置を不要とする技術者配置準備期間の設定について、予定価格 250 万円を超える競争入札を行う工

事を対象として試行することとしますので、お知らせいたします。 

 

１ 試行対象工事 

予定価格 250 万円を超える競争入札を行う工事のうち、技術者配置準備期間を設定することを明記

するもの 

 

２ 技術者配置準備期間の定義 

  契約確定の日からあらかじめ指定する工事着手日の前日までをいう。期間については、工期の 30％ 

を超えず、かつ、４か月を超えない範囲内で設定する。 

 

３ 試行にあたっての取扱い 

（１）工事希望申込時における配置予定技術者の条件 

   当該工事案件の工事着手日において、他の工事に従事していないこと。 

（２）技術者配置準備期間中 

   ア 受注者は、監理技術者等の配置を要しない。 

   イ 受注者は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材等の搬入、仮設物の 

    設置等、工事の着手を行ってはならない。 

     また、現場代理人の配置も要しない。 

   ウ 受注者は、契約確定の日から 10日以内に配置予定技術者の工事実績情報システム（コリンズ） 

への登録を行うこと。登録する技術者の従事期間は、工事着手日から工期末までを登録するもの

とし、技術者配置準備期間を含まないことに留意する。 

（３）工事着手日以降 

   受注者は、監理技術者等を配置すること。 

 

 

 ←        契  約  期  間        → 

技術者配置準備期間 工事着手日から工期末まで 

監理技術者等の特定 要 要 

監理技術者等の配置 不要 要 

現場代理人の配置 不要 要 

工事着手 不可 要 

契約確定日 工事着手日 



 

４ 手続き等 

工事着手日から監理技術者等を配置することが不可能となった場合は、契約確定日前は契約担当 

部署へ、契約確定後は工事担当部署へ、直ちに届出ること。 

なお、契約確定後の技術者の変更については、その変更理由の可否について判断する。 

 

５ 適用時期 

  令和５年 12月１日以降、公表する案件を対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


